
ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 18

ご近所から、当院まで送迎車にて無料送迎いたします。
ご予約は電話にてお願いします。

（当院に初めて受診される方もご利用いただけます）

住所：島田市栄町４-19（木材会館１F）
島田駅から徒歩１分
☎ 0547-37-0431

診療時間：午前8時30分～12時、�
午後3時～6時

※土曜日午後は５時まで
（休診日：水曜日、日曜日、祝日）
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若手就農者から学ぶ「栽培技術」
「栽培技術向上事業講演会」を開催

　町農業経営振興会では、１月 29 日、
町内生産者の栽培技術向上を目的とした
講演会を開催しました。
　講師には、I ターン新規就農者である
宇野大介氏 ( 浜松市天竜区春野町 ) を迎
え、町内外から約 30 人が受講しました。
　宇野氏は平成 21 年に春野町へ移住し、「うの茶園」園主として
有機茶栽培を中心に農業を営んでいます。高齢者が所有する茶園
管理の作業受託が収入源の一部であることや、近所の子どもたち
を対象とした塾を開催していることを説明し、自身の経験をふまえ
て「新規就農者でも地域に馴染み、経済的に自立できる」と話し
ました。また「今春からの稼働を目指して、発酵茶専用の自園茶工
場を自作中」と、現在の取り組みを受講者に紹介しました。
　受講者からは「借地茶園 3 反歩から始まった若手就農者が、今
や立派な茶業人。飾らず等身大でお茶づくりに向かう姿勢に惹か
れた」「有機栽培に関する考え方など、終始参考になる講演だった」
などの声が聞かれました。
　町農業経営振興会では、今後も栽培技術の向上に寄与する活動
を企画し開催する予定です。

【問】町農業経営振興会（事務局：農林課・農業振興室）☎（56）2226
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♡ご結婚おめでとう♡
地　区 氏　名 前住所

田　代 大村　尚澄 田　代
佐 　美緖 静岡市

おくやみ申し上げます
地　区 氏　名 享年 届出人

久 野 脇 森下　健二 82 森下 　保
藤 川 海野　久子 97 海野 雄
八 中 中 村 　 實 70 中村 邦栄
八 中 中村　けい 97 中村 宗夫
小 長 井 三 浦 　 稔 96 三浦 　剛
寺 馬 望月 虎次郎 98 望月 　洋
千 頭 西 松葉　京子 65 松葉 　猛
地 名 御 倉 　 寬 91 御倉 尚之
下 長 尾 小 澤 　 博 84 小澤 嘉慶
下 長 尾 水田 百々代 88 水田 俊也
八 中 小澤　くら 91 小澤 弘敬
田 代 五條　秀雄 81 水野 　徹
久 野 脇 小平　令二 92 小平 史郎

■戸籍欄に掲載を希望されない場合は、届
出時に窓口でお伝えください。
■前々月に届け出された出生・婚姻・死亡
の届け出の内、本町に住所があり本町の窓
口（本庁・総合支所）で受け付けた分のみ
掲載しています。
� 税務住民課 ☎（56）2222

広報かわねほんちょうが
県広報コンクールで最優秀賞に
　 こ の ほ ど「平成29年度静岡県広報コン
クール」の審査結果が発表され、広報紙

（町）の部で、本紙「平成29年
８月号」が最優秀賞を受賞し
ました。これからも、町民の
皆さまにとって分かりやす
く、親しみやすい情報発信を
心がけていきます。

【問】情報政策課・情報政策室 
　　               ☎（56）2232

高校生が提案する「地域の未来」
県内の高校生による
地方創生研究発表会
に川高生が参加
　２月３日、「高校生による地方
創生研究発表会」（主催：島田信用金庫）が島田市川根文化センター

「チャリム 21」にて開催されました。
　発表会には静岡市・島田市・牧之原市・川根本町から７校の高
校生が参加し、地域活性化のためのアイデアを紹介しました。川
根高校２年の瀧尾かのこさん・長野竜平さん・藤田匠さんは、「外
国人旅行客を取り込み、地域活性化を実現するためには」をテー
マに、町内に点在する地域資源を鉄道でつなぐ観光ルートの作成
について提案しました。３人は、英語を交えた寸劇を披露しながら、
多くの来場者の前で堂 と々した発表を行いました。

ここにも、一つの物語。
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